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表
者
も
出
席
し
た
。

　

今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
機
会

に
先
立
ち
、
加
盟
単
組
な
ど
に

対
し
て
、
カ
ス
ハ
ラ
現
状
や
課

題
、
具
体
的
な
事
案
な
ど
に
つ

い
て
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、

意
見
を
交
わ
し
た
。
鉄
道
の
駅

員
や
乗
務
員
の
ほ
か
、
ホ
テ
ル

や
コ
ン
ビ
ニ
、
百
貨
店
な
ど
で

働
く
仲
間
が
直
面
し
て
い
る
多

く
の
事
例
が
集
め
ら
れ
た
。
中

に
は
悪
質
な
も
の
も
多
く
、
特

に
乗
務
員
に
対
す
る
つ
き
ま
と

い
事
象
や
、
無
断
で
撮
影
し
た

動
画
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
の
投
稿
な
ど
、

労
働
組
合
と
会
社
の
取
り
組
み

だ
け
で
は
解
決
で
き
な
い
多
く

の
課
題
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
現
状
と
課
題
に
つ

い
て
伝
え
る
と
と
も
に
、
世
間

や
利
用
者
へ
の
啓
発
を
含
め
た

世
論
形
成
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
強
く
訴
え
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
後
も
職
場

の
課
題
解
決
や
働
き
や
す
い
労

働
環
境
の
実
現
に
向
け
、
加
盟

各
単
組
と
連
携
し
な
が
ら
、
連

合
や
交
運
労
協
を
は
じ
め
関
係

各
方
面
と
の
連
携
を
強
化
し
、

世
間
に
対
し
て
訴
え
て
い
く
。

な
カ
ス
ハ
ラ
に
関
す
る
現
状
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
カ
ス
ハ
ラ

を
撲
滅
す
る
た
め
に
必
要
な
施

策
を
講
じ
る
よ
う
強
く
要
請
を

行
っ
た
。

　

検
討
会
に
は
、
有
識
者
６
人

と
、
厚
労
省
雇
用
環
境
・
均
等

局
局
長
を
は
じ
め
、
同
局
雇
用

機
会
均
等
課
長
、
同
課
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
防
止
対
策
室
長
な
ど
が

出
席
さ
れ
た
。
ま
た
、
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
対
象
団
体
と
し
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の
ほ
か
、
使
用
者
を
代

表
し
て
一
般
社
団
法
人
日
本
民

営
鉄
道
協
会
、
消
費
者
を
代
表

し
て
公
益
社
団
法
人
日
本
消
費

生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
・
相
談
員
協
会
の
代

　

厚
生
労
働
省
が
本
年
２
月
か

ら
開
催
し
て
い
る
「
雇
用
の
分

野
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に

関
す
る
検
討
会
」
で
は
、
労
働

者
が
直
面
し
て
い
る
様
々
な
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
に
関
す
る
現
状
に

つ
い
て
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ

れ
て
い
る
。
４
月
26
日
に
実
施

さ
れ
た
第
５
回
検
討
会
で
は
、

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
カ
ス
ハ
ラ
）
に
関
す
る
実
態

が
調
査
さ
れ
、
労
働
者
の
立
場

か
ら
、
連
合
を
通
じ
て
Ｊ
Ｒ
連

合
が
実
態
を
報
告
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
政
所
大
祐
事

務
局
長
と
宮
野
勇
馬
企
画
局
長

が
出
席
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
に
所
属

す
る
組
合
員
が
受
け
て
い
る
様
々

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ

連
合
自
動
車
連
絡
会
と
課
題
意

識
を
共
有
し
取
り
組
み
た
い
」

と
連
帯
の
挨
拶
を
受
け
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

持
続
可
能
な
バ
ス
産
業
の
確
立

に
向
け
、
今
後
も
関
係
議
員
と

連
携
し
、
諸
課
題
を
解
決
す
べ

く
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

か
ら
は
「
公
共
交
通
の
あ
り
方

に
関
す
る
議
論
が
進
め
ら
れ
て

い
る
が
、
バ
ス
産
業
を
ど
う
す

る
か
、
そ
こ
で
働
く
者
の
労
働

条
件
改
善
に
つ
い
て
も
議
論
さ

　

同
日
開
催
し
た
自
動
車
連
絡

会
幹
事
会
に
、
「
21
世
紀
の
鉄

道
を
考
え
る
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

に
所
属
す
る
森
屋
隆
参
議
院
議

員
が
駆
け
つ
け
た
。
森
屋
議
員
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JR連合への総結集と
労使の信頼関係構築へ全力をあげ

職場からの安全確立
政策課題の解決・前進を図ろう！

JR連合

JR連合

（旧　　　　　 ）

爪痕が色濃く残る被災地で
被災者に寄り添う

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
４
月
23
日
、
第
82
回
国
会
議
員
懇
談
会
を
開

催
し
、
榛
葉
賀
津
也
会
長
（
参
議
院
議
員
）
を
は
じ
め
と
す

る
国
会
議
員
懇
談
会
の
所
属
議
員
・
議
員
秘
書
、
お
よ
び
Ｊ

Ｒ
各
単
組
の
代
表
者
ら
が
出
席
し
た
。

　

議
事
の
冒
頭
、
昨
年
10
月
の
参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
で
当

選
を
果
た
し
た
広
田
一
参
議
院
議
員
の
幹
事
就
任
に
つ
い
て

確
認
し
た
。

お
願
い
す
る
」
と
述
べ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
物
流
・
自
動
車

局
の
齋
藤
永
能
旅
客
課
地
域
交

通
室
長
は
「
２
０
２
４
年
問
題

の
影
響
は
ト
ラ
ッ
ク
業
界
の
み

な
ら
ず
バ
ス
業
界
に
も
生
じ
て

い
る
。
今
後
の
バ
ス
行
政
に
活

か
す
べ
く
生
の
現
場
の
声
を
聞

き
た
い
」
と
応
え
た
。

　

出
席
者
か
ら
は
「
労
働
時
間

改
善
に
向
け
た
課
題
へ
の
対
応
」

「
高
速
乗
合
バ
ス
の
運
賃
・
料

金
に
お
け
る
下
限
運
賃
の
設
定
」

「
燃
料
費
高
騰
へ
の
対
応
」

「
新
貨
幣
・
新
紙
幣
対
応
お
よ
び

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導
入
に

意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

冒
頭
、
自
動
車
連
絡
会
を
代

表
し
て
挨
拶
に
立
っ
た
矢
田
尊

弘
代
表
幹
事
（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西

日
本
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
本
執
行
委
員

長
）
は
「
コ
ロ
ナ
禍
収
束
に
よ

り
人
流
が
活
性
化
し
、
収
入
も

回
復
し
て
き
た
が
い
ま
だ
コ
ロ

ナ
禍
前
の
水
準
に
は
及
ば
な
い
。

離
職
に
よ
り
人
手
不
足
は
深
刻

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は

４
月
17
日
、
国
土
交
通
省
物
流
・

自
動
車
局
へ
の
要
請
行
動
を
実

施
し
た
。
要
請
に
は
自
動
車
連

絡
会
幹
事
及
び
各
単
組
の
代
表

者
ら
総
勢
16
人
が
出
席
し
、
深

刻
な
人
手
不
足
に
陥
る
バ
ス
産

業
が
抱
え
る
課
題
に
つ
い
て
、

現
場
の
実
態
を
踏
ま
え
た
主
張

を
訴
え
、
実
務
担
当
者
ら
と
の

　

懇
談
会
は
、
小
川
淳
也
事
務

局
長
（
衆
議
院
議
員
）
の
司
会

で
進
め
ら
れ
、
榛
葉
会
長
は
、

「
貨
物
鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ

に
つ
い
て
報
告
す
る
と
と
も
に
、

当
面
す
る
交
通
政
策
課
題
や
組

織
課
題
に
つ
い
て
述
べ
た
。
特

に
組
織
課
題
に
つ
い
て
は
、
厚

生
労
働
省
に
設
置
さ
れ
た
「
労

働
基
準
関
係
法
制
研
究
会
」
の

動
向
に
触
れ
、
集
団
的
労
使
関

係
の
あ
り
方
を
議
論
す
る
好
機

と
言
及
し
、
併
せ
て
Ｊ
Ｒ
東
日

本
に
お
け
る
労
務
管
理
の
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
も
説
明
し
た
。

　

議
事
の
冒
頭
で
国
会
議
員
懇

談
会
の
幹
事
就
任
に
つ
い
て
確

認
さ
れ
た
広
田
議
員
は
、
衆
議

院
議
員
時
代
に
国
会
議
員
懇
談

会
幹
事
を
務
め
た
際
、
Ｊ
Ｒ
二

島
貨
物
会
社
の
経
営
自
立
に
向

け
て
取
り
組
む
な
ど
鉄
道
政
策

に
詳
し
く
、
「
（
コ
ロ
ナ
禍
で

傷
ん
だ
Ｊ
Ｒ
の
）
反
転
攻
勢
に

向
け
た
き
っ
か
け
作
り
を
し
た

い
」
と
の
挨
拶
を
述
べ
た
。

北
陸
新
幹
線
や
北
海
道
新
幹
線

等
整
備
新
幹
線
に
係
る
課
題
、

価
格
転
嫁
し
に
く
い
運
賃
・
料

金
制
度
の
課
題
、
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
向
け

た
課
題
、
Ｊ
Ｒ
間
の
連
携
に
係

る
課
題
な
ど
、
特
に
重
要
課
題

に
つ
い
て
共
有
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
各
議
員
か
ら

は
「
Ｊ
Ｒ
間
の
連
携
の
み
な
ら

ず
、
私
鉄
も
含
め
た
鉄
道
全
体

の
連
携
も
必
要
で
は
な
い
か
」

（
副
会
長
・
泉
健
太
衆
議
院
議

員
）、「
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
内
在
し

て
い
た
課
題
が
顕
在
化
。
国
鉄

改
革
に
次
ぐ
形
で
の
対
処
が
必

要
」（
副
会
長
・
伴
野
豊
衆
議
院

議
員
）、「
衆
議
院
補
選
な
ど

選
挙
関
係
の
支
援
も
感
謝
申
し

上
げ
る
。
政
策
課
題
の
実
現
に
向

け
て
も
連
携
し
て
い
く
」（
幹
事
・

大
串
博
志
衆
議
院
議
員
）、「
価
格

転
嫁
は
現
実
と
し
て
多
く
の
会

社
で
実
施
で
き
て
お
ら
ず
、
鉄

道
も
同
様
。運
賃
制
度
が
複
雑

な
仕
組
み
」（
幹
事
・
伊
藤
孝
恵

参
議
院
議
員
）、「
モ
ー
ダ
ル
シ
フ

ト
が
進
ま
な
い
現
状
は
理
解
。引

き
続
き
連
携
し
て
い
き
た
い
。芸

備
線
関
係
は
自
治
体
議
員
の
中

で
動
き
が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
連
合
と

も
し
っ
か
り
意
思
疎
通
し
た
い
」

（
幹
事
・
森
本
真
治
参
議
院
議

員
）
等
の
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　

今
回
提
起
し
た
課
題
の
解
決

は
一
朝
一
夕
に
進
む
も
の
で
は

な
い
が
、
こ
う
し
た
力
強
い
各

国
会
議
員
か
ら
の
後
押
し
も
受

け
、
課
題
解
決
に
向
け
た
着
実

な
取
り
組
み
を
積
み
重
ね
て
い

か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
終
盤

に
差
し
掛
か
っ
た
通
常
国
会
へ

の
対
応
を
は
じ
め
、
引
き
続
き

政
治
・
政
策
活
動
を
力
強
く
推

進
し
て
い
く
。

係
る
支
援
」
「
優

良
事
業
者
の
評
価

お
よ
び
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
の
付
与
」

等
を
要
望
す
る
意

見
が
出
さ
れ
、
物

流
・
自
動
車
局
の

答
弁
を
受
け
た
。

さ
ら
に
幹
事
よ
り
、

現
場
の
実
態
を
伝

え
る
と
と
も
に
、

魅
力
あ
る
バ
ス
産

業
と
す
る
た
め
に

は
制
度
の
見
直
し

な
ど
が
必
要
不
可

欠
で
あ
る
旨
を
強
く
訴
え
た
。

な
状
況
に

あ
り
、
他

産
業
よ
り

長
い
労
働

時
間
・
低

い
賃
金
を

改
善
し
人

財
の
確
保・

定
着
を
図

る
べ
く
、

運
賃
制
度

の
見
直
し

や
補
助
の

拡
充
等
を

　連合は、令和６年能登半島
地震「連合救援ボランティア」
を３月25日から開始しており、
連合要請に基づき４月14日よ
りＪＲ連合として加盟単組と
ともに参加し、支援要望の聞
き取り調査等を行っている。
　第4クール初日の結団式に
は、連合本部から芳野友子会
長が駆けつけ、「活動にあたっ
ては健康に留意し、安全最優
先でお願いしたい」と参加者
を激励した。
　第4クールの活動内容とし
ては、ボランティアセンター
から指定された地域を一軒一
軒尋ね、ボランティアの要望
について、聞き取り調査を行っ
た。海沿いの地域では津波に

よって家が大きく壊され、不
在なことも多かった。一方、
山間地域では、比較的被害が
小さく、半壊と認定された家
屋に居住されている方もおり、
いまだ手つかずとなっている
家財道具の取り出しなどの要
望等を聞き取ることができた。
　震災から５か月経過した今
も自動車で通れない道が多く
あり、上下水道の復旧もなさ
れていないなど、地震の爪痕
が色濃く残っていた。
　連合では、息の長いボラン
ティア活動を行うこととして
おり、今後もＪＲ連合・加盟
各単組からの積極的な参加を
行っていく。

国交省物流・自動車局への要請

労働条件改善・人財確保に向け
制度見直し・補助拡充求める

国交省物流・自動車局への要請

労働条件改善・人財確保に向け
制度見直し・補助拡充求める

議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
所
属
の

森
屋
隆
参
議
院
議
員
と
課
題
共
有

森屋議員を囲む各幹事と単組代表

自動車連絡会の矢田代表幹事（左）より物流・自動車
局の齋藤室長に要請書を手交

厚
労
省「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」

カ
ス
ハ
ラ
撲
滅
に

必
要
な
施
策
を
強
く
要
請

厚
労
省「
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
女
性
活
躍
推
進
に
関
す
る
検
討
会
」

カ
ス
ハ
ラ
撲
滅
に

必
要
な
施
策
を
強
く
要
請

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

「
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

「
連
合
救
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

フ
ト
の
現
状
や
能
登
半

島
地
震
で
も
見
ら
れ
た

災
害
か
ら
の
復
旧
な
ど
、

鉄
道
を
取
り
巻
く
環
境

は
厳
し
く
、
課
題
が
山
積

し
て
い
る
。
今
日
も
忌

憚
の
な
い
意
見
交
換
を

行
い
た
い
」と
挨
拶
し
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ｒ
連
合
を

代
表
し
て
荻
山
市
朗
会

長
は
、
２
０
２
４
春
季

生
活
闘
争
の
中
間
結
果

　

そ
の
後
の
議
題
と
し
て
事
務

局
よ
り
、
４
月
に
発
行
し
た

「
交
通
重
点
政
策
２
０
２
３

－

２
０
２
４（
補
足
版
）」を
用
い

て
当
面
す
る
重
要
交
通
政
策
課

題
に
つ
い
て
の
説
明
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
物
流
・
建
設
業
の
２
０

２
４
年
問
題
に
関
連
す
る
貨
物

鉄
道
へ
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
や

施
設
・
電
気
系
統
の
工
事
に
係

る
課
題
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営

や
単
独
維
持
困
難
線
区
に
係
る

課
題
、
地
域
交
通
法
施
行
に
伴

う
地
域
公
共
交
通
に
係
る
課
題
、

交
通
重
点
政
策
２
０
２
３

－

２
０
２
４（
補
足
版
）で

重
要
政
策
課
題
解
決
へ

積極的な意見を交わす議員懇所属各議員

幹事に就任した広田
議員

 

第
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回
国
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議
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懇
談
会

 

広
田
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確
立
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広
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確
立
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２
０
２
４
春
季
生
活
闘
争　
グ
ル
ー
プ
労
組
妥
結
状
況

59
単
組
で
妥
結　

56
単
組
で
ベ
ア
獲
得

５
月
20
日
時
点（
未
掲
載
単
組
は
次
号
掲
載
予
定
）

く
で
の
運
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
自
動

閉
そ
く
と
は
違
っ
た
難
し
さ
が
あ
り
ま
す

が
、
異
常
時
の
際
は
指
令
員
と
し
て
腕
の

見
せ
所
と
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
運
転
整
理

を
し
て
い
ま
す
。

　

趣
味
で
春
夏
の
甲
子
園
現
地
観
戦
を
毎

年
楽
し
み
に
し
て
お
り
、
高
校
生
の
ひ
た

む
き
に
プ
レ
ー
す
る
姿
に
約
20
年
前
、
自

身
が
同
じ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
プ
レ
ー
し
た
姿

（
高
知
高
校
出
身
）
を
重
ね
合
わ
せ
な
が

ら
毎
回
感
動
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
組
合
員
の
皆
様
に
興
味
・
関
心

を
持
っ
て
頂
け
る
よ
う
真
剣
さ
と
遊
び

心
を
持
ち
合
わ
せ
な
が
ら
「
楽
し
く
な
け

れ
ば
組
合
じ
ゃ
な
い
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

組
合
活
動
に
邁
進
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

大
切
に
し
、
み
ん
な
で
議
論
し
な
が
ら
、

本
部
や
分
会
と
の
意
見
交
換
・
情
報
共
有

を
徹
底
し
、
課
題
解
決
に
向
け
て
日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

私
は
２
０
０
６
年
に
入
社
し
、
徳
島
駅

の
信
号
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

徳
島
駅
は
４
線
区
が
入
り
交
じ
っ
て
い
る

駅
で
も
あ
り
、
確
認
の
励
行
と
基
本
動
作

を
以
て
、
て
こ
扱
い
を
行
う
こ
と
を
常
に

意
識
し
て
い
ま
す
。
特
に
徳
島
駅
か
ら
阿

波
海
南
駅
を
走
る
牟
岐
線
で
は
電
子
閉
そ

　
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
徳
島
支
部
執
行
委
員
長

の
笹
岡
で
す
。
徳
島
支
部
青
年
女
性
会

議
議
長
、
本
部
青
年
女
性
会
議
議
長
、
徳

島
支
部
書
記
次
長
、
書
記
長
を
経
て
、

２
０
２
３
年
９
月
か
ら
執
行
委
員
長
を
務

め
て
い
ま
す
。

　

青
年
女
性
会
議
議
長
在
任
中
の
１
年

間
、
専
従
と
し
て
議
長
の
任
に
あ
た
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
際
の
経
験
を
活

か
し
な
が
ら
徳
島
支
部
で
は
、
明
る
く
・

楽
し
く
、
組
合
員
同
士
の
横
の
繋
が
り
を

役員紹介

四
国
旅
客
鉄
道
労
働
組
合

（
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
）

執
行
委
員
長

 

笹 

岡 

慎 

平 

さ
ん

※
【　

】
内
は
妥
結
日

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
メ
ン
テ
ッ

ク
労
組　
　
　

【
４
月
９
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

３
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

社
員
２
・
６
ヵ

　
月
、
準
社
員
最
大
１
・
14
ヵ
月

・
年
度
末
一
時
金　
社
員
６
万
円

・
短
時
間
契
約
社
員
賞
与　

西

　

日
本
エ
リ
ア
最
高
10
万
４

　

０
０
０
円
、
福
知
山
エ
リ

　

ア
最
高
８
万
１
０
０
０
円

・
キ
ャ
リ
ア
継
続
支
援
制
度
の

　

新
設

・
社
員
カ
ム
バ
ッ
ク
制
度
の
見

　

直
し

・
罹
災
休
暇
制
度
の
見
直
し

・
住
宅
借
上
げ
制
度
の
見
直
し

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
伊
勢
丹

労
組　
　
　
　

【
４
月
15
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

４
０
０
０
円
（
フ
ェ

　

ロ
ー
社
員
時
給
60
円
）
、

　

ス
テ
ー
ジ
Ｃ

－

１
〜
Ｃ

－

　

４
は
ベ
ア
と
別
に
６
０
０
０

　

円
加
算
、
ス
テ
ー
ジ
Ｃ

－

1a

　

は
ベ
ア
と
別
に
４
７
０
０
円

　

加
算

・
年
間
臨
給　
ス
テ
ー
ジ
Ｂ
・
Ｃ 

　

－

４
・
Ｃ

－

３（
旧
１
・
２

　
級
職
）２
・
５
ヵ
月
、
Ｃ

－

３

　
（
旧
S3
職
）
・
Ｃ

－

２
は

　

賃
金
規
程
に
基
づ
い
て
支
給

・
２
０
２
４
年
６
月
に
一
時
金

　

支
給

・
社
員
の
労
苦
に
報
い
る
特
別

　

加
算
給
（
６
月
賞
与
全
等
級

　

一
律
10
万
円
支
給
）

・
初
任
給
（
大
卒
）
引
き
上
げ

・
時
間
単
位
年
休
制
度
の
導
入

Ｊ
Ｒ
西
日
本
テ
ク
ノ
ス
労
組

【
４
月
16
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

１
万
円
、
契
約
社
員

　

フ
ル
タ
イ
ム
９
３
０
円
／
日

　

給
、
契
約
社
員
パ
ー
ト
タ
イ

　

ム
１
２
０
円
／
時
給

・
年
間
臨
給　

社
員
・
嘱
託
社

　

員
４
・
６
ヵ
月
＋
10
万
円
、

　

契
約
社
員
フ
ル
タ
イ
ム
６
万

　
円
〜
20
万
円
、
契
約
社
員
パ
ー

　

ト
タ
イ
ム
３
万
５
０
０
０
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
サ
ー
ビ
ス
ネ
ッ

ト
広
島
労
組　

【
４
月
16
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

３
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

３
ヵ
月

・
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員
の
評
価
制
度

　

対
象
者
の
年
齢
制
限
の
撤
廃

・
人
間
ド
ッ
ク
会
社
負
担
を
増

　

額
セ
ン
ト
ラ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
労
組

【
４
月
17
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
４
乗
数

　

の
確
保
）

・
ベ
ア　

５
０
０
０
円
（
定
昇

　

含
８
３
０
０
円
）

・
夏
季
賞
与　

２
・
75
ヵ
月
＋

　

３
万
円

東
海
交
通
機
械
労
組

【
４
月
17
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
標
準
乗

　

数
４
）

・
ベ
ア　

８
０
０
０
円
（
賃
上

　
げ
額
最
大
１
万
２
０
０
０
円
）

・
夏
季
賞
与　

２
・
９
ヵ
月

レ
ー
ル
テ
ッ
ク
労
組

【
４
月
17
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

社
員
１
万
円
、
シ
ニ

　

ア
・
契
約
社
員
５
０
０
０
円

・
夏
季
一
時
金　
社
員
２
・
９
ヵ

　

月
＋
５
万
円
、
シ
ニ
ア
契
約

　

社
員
１
・
35
ヵ
月
＋
２
万
５

　

０
０
０
円
、
契
約
社
員
Ａ
・

　

Ｂ
15
万
円
、
同
Ｃ
10
万
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
ビ
ル
ト

労
組　
　
　
　

【
４
月
22
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

６
５
０
０
円
、
パ
ー

　

ト
タ
イ
マ
ー
一
律
時
給
40
円

　

加
算

・
年
間
臨
給　

社
員
５
・
４
ヵ

　

月
、
契
約
社
員
５
ヵ
月
、
嘱

　

託
社
員
５
・
４
ヵ
月
、
シ
ニ

　

ア
10
万
円
〜
14
万
円
、
パ
ー

　

ト
８
万
円
〜
12
万
円

関
西
工
機
整
備
労
組

【
４
月
22
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

６
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

３
ヵ
月

・
通
勤
手
当
の
増
額

新
幹
線
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
東
海
労
組

【
４
月
24
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
準
社
員

　

日
額
90
円
）

・
ベ
ア　

社
員
・
嘱
託
社
員
５

　

０
０
０
円
、
準
社
員
日
額
２

　

９
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
５
ヵ

　

月
＋
２
万
円
、
準
社
員
勤
続

　

２
年
以
上
16
万
円
＋
２
万
円
、

　

同
勤
続
１
年
以
上
２
年
未
満

　

15
万
円
＋
２
万
円
、
同
勤
続

　

６
ヵ
月
以
上
１
年
未
満
10
万

　

円
、
嘱
託
社
員
20
万
円
＋
２

　

万
円

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東
海
関
西
開
発

労
組　
　
　
　

【
４
月
24
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施
（
乗

　

数
４
）

・
ベ
ア　

３
０
０
０
円
（
Ｊ
等

　

級
２
５
０
０
円
、
Ｓ
等
級
２

　

８
０
０
円
、
Ｃ
等
級
３
０
０

　
０
円
、
Ｌ
等
級
３
５
０
０
円
）

・
夏
季
賞
与　

社
員
・
特
定
契

　

約
社
員
２
・
８
ヵ
月
、
臨
時

　

社
員
５
年
継
続
10
万
円
、
同

　

３
年
継
続
６
万
円
、
同
１
年

　

継
続
３
万
円

Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
ズ
労
組　
　

【
４
月
24
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

社
員
１
万
円
、
契
約

　

社
員
９
０
０
０
円
、
嘱
託
社

　

員
８
０
０
０
円

・
年
間
臨
給　

夏
２
・
３
ヵ
月

　

＋
個
人
加
算
、
冬
２
・
１
ヵ

　

月
＋
個
人
加
算

・
資
格
一
時
金
の
対
象
資
格
の

　

追
加
（G

oogleC
loud

）

東
海
交
通
事
業
労
組

【
４
月
25
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
標
準
乗

　

数
４
）

・
ベ
ア　

７
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

１
・
７
ヵ
月

・
通
勤
手
当
支
給
対
象
の
拡
大

Ｊ
Ｒ
四
国
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発

労
組　
　
　
　

【
４
月
25
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

５
８
０
０
円

・
家
族
手
当
の
支
払
範
囲
の
見

　

直
し

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
フ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
ネ
ッ
ト
労
組
【
４
月
25
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

２
０
０
０
円
〜
６
０

　

０
０
円

・
夏
季
手
当　

２
・
１
ヵ
月
＋

　

２
万
円

・
帰
省
旅
費
の
新
設

・
異
動
に
お
け
る
移
転
費
用
の

　

支
給

・
扶
養
手
当
の
見
直
し

・
保
存
休
暇
制
度
の
拡
充

・
住
宅
補
給
金
の
見
直
し

関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組

【
４
月
26
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
４
号
俸

　

標
準
）

・
ベ
ア　

社
員
４
０
０
０
円
、

　

契
約
社
員
５
０
０
０
円

・
夏
季
手
当　

社
員
・
継
続
社

　

員
２
・
５
ヵ
月
、
契
約
社
員

　

０
・
９
〜
１
・
５
か
月

・
夏
季
手
当
の
一
時
金　

社
員

・
契
約
社
員
２
万
円
、
継
続
社

　

員
３
万
円

・
チ
ー
フ
手
当
増
額

・
深
夜
割
増
率
の
引
き
上
げ

西
日
本
電
気
テ
ッ
ク
労
組

　
　

【
４
月
26
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

７
０
０
０
円

・
夏
季
賞
与　

社
員
２
・
75
ヵ

　

月
、
契
約
社
員
15
万
円

・
一
時
金
の
支
給　

社
員
・
特

　

別
社
員
10
万
円
、
嘱
託
・
契

　

約
社
員
５
万
円

・
初
任
給
１
万
円
引
き
上
げ

Ｊ
Ｒ
西
日
本
新
幹
線
テ
ク
ノ
ス

労
組　
　
　
　

【
４
月
30
日
】

・
定
期
昇
給
の
完
全
実
施

・
ベ
ア　

社
員
１
万
円
、
契
約

　

社
員
時
給
70
円
引
き
上
げ

・
夏
季
一
時
金　

２
・
８
ヵ
月

・
住
宅
手
当
の
改
正

・
特
殊
勤
務
手
当
の
改
正

・
子
の
看
護
休
暇
に
保
存
休
暇

　

を
使
用
可
能
、
対
象
年
齢
引

　

き
上
げ

・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
補
助
額
の

　

増
額

・
人
間
ド
ッ
ク
の
適
用
範
囲
を

　

配
偶
者
ま
で
拡
大
、
補
助
金

　

の
上
限
増
額

東
海
整
備
労
組
【
５
月
２
日
】

・
定
期
昇
給
の
実
施
（
平
均
３

　

２
０
０
円
）

・
ベ
ア　

一
律
４
６
０
０
円

・
夏
季
手
当　

正
社
員
・
嘱
託

　

社
員
１
・
９
ヵ
月
＋
成
績
給
、

　

臨
時
社
員
・
パ
ー
ト
社
員
個

　

別
の
勤
務
成
績
等
を
踏
ま
え

　

成
績
給
を
支
給

〈
訂
正
と
お
詫
び
〉

　

前
々
号（
第
６
６
８
号
）に

て
、Ｊ
Ｒ
北
労
組
自
動
車
支
部

の
ベ
ア
を
１
０
０
０
円
と
掲
載

し
ま
し
た
が
、「
１
６
０
０
円
」

の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
お

詫
び
い
た
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
３
月
25
日
〜
30
日
の
日

程
で
、
陳
世
杰
理
事
長
を
は
じ
め
と
す
る

台
湾
鉄
路
工
会
（
台
湾
鉄
道
労
働
組
合
）

友
好
訪
日
団
の
訪
問
を
受
け
、
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。

　

台
湾
鉄
路
工
会
と
の
交
流
は
、
国
際
連

帯
活
動
の
一
環
と
し
て
、
１
９
９
３
年
に

「
日
華
鉄
道
労
働
者
人
物
交
流
に
関
す
る

協
定
」
を
締
結
し
て
以
来
実
施
さ
れ
て
お

り
、
隔
年
で
相
互
交
流
を
行
っ
て
き
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
一
時
中
断
し
て
い
た
も
の
の
、

２
０
２
３
年
６
月
に
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
第
15

次
友
好
訪
台
団
を
派
遣
し
、
本
年
は
台
湾

鉄
路
工
会
か
ら
の
友
好
訪
日
団
を
受
け
入

れ
る
に
至
っ
た
。

　

台
湾
鉄
路
工
会
は
、
台
湾
鉄
路
管
理
局

（
台
湾
国
鉄
）
の
労
働
組
合
で
あ
り
、
台

度
６
強
を
記
録
し
、
巨
石
が
線
路
上
に
崩

落
す
る
な
ど
、
鉄
道
設
備
に
も
多
く
の
被

害
が
発
生
し
た
。

　

し
か
し
、
道
路
の
復
旧
に
先
立
ち
、
鉄

道
は
翌
４
日
か
ら
通
常
運
転
を
開
始
し
た
。

迅
速
な
復
旧
工
事
に
あ
た
っ
た
台
湾
鉄
路

工
会
の
皆
様
に
改
め
て
敬
意
を
表
す
る
。

ド
ル
が
国
か
ら
支
給
さ
れ
る
こ
と
な
ど
、

様
々
な
成
果
を
勝
ち
取
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
報
告
を
受
け
た
。

　
台
湾
訪
日
団
は
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
ほ
か
、
Ｊ

Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
中
央
本
部
、
Ｊ
Ｒ
西
労
組

中
央
本
部
お
よ
び
金
沢
地
方
本
部
、
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
中
央
本
部
の
各
事
務
所
を
巡
り
、

各
地
で
有
意
義
な
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
引
き
続
き
、
台
湾
鉄

路
工
会
と
諸
課
題
に
対
す
る
意
見
交
換

を
交
わ
し
つ
つ
、
友
好
関
係
を
築
き
上
げ

て
い
く
。

　

台
湾
鉄
路
工
会
友
好
訪
日
団
が
帰
国
後

間
も
な
い
４
月
３
日
、
台
湾
東
部
沖
を
震

源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・
７
の
巨

大
地
震
が
台
湾
全
土
を
襲
っ
た
。
被
害
に

遭
っ
た
皆
様
に
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
る
。

　

震
源
か
ら
近
い
花
蓮
市
で
は
、
最
大
震

湾
国
鉄
が
本
年
１
月
１
日
に
国
有
民
営
化

（
会
社
化
）
さ
れ
る
の
に
伴
い
、
労
働
条

件
を
維
持
す
る
た
め
の
様
々
な
交
渉
を
行
っ

て
き
た
。
こ
れ
ま
で
の
Ｊ
Ｒ
連
合
と
の
交

流
の
中
で
、
日
本
で
の
国
鉄
分
割
民
営
化

に
お
け
る
成
果
や
課
題
に
つ
い
て
共
有
を

図
っ
て
き
た
と
ろ
で
あ
る
。

　

今
回
の
訪
日
で
は
、
国
有
民
営
化
に
伴

い
、
ほ
と
ん
ど
の
労
働
条
件
が
維
持
さ
れ

る
こ
と
や
、
台
湾
国
鉄
が
保
有
し
て
い
た

土
地
が
新
会
社
に
引
き
継
が
れ
る
こ
と
、

労
働
者
の
福
利
厚
生
の
た
め
に
23
億
台
湾

  

台
湾
東
部
沖
地
震
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
に
敬
意

台
湾
鉄
路
工
会
友
好
訪
日
団
と
の
意
見
交
換

日
本
で
の
国
鉄
分
割
民
営
化
に
お
け
る

成
果
や
課
題
を
共
有


